２０２３『第10回未来たまご　紅心育成賞』募集要項
１．事業の概要について
遠州流茶道連盟本部広報委員会は、次代を担う若者を育成し、日本文化の発展に寄与して行きたいと考え、平成25年より遠州流茶道連盟本部の正式の事業として「未来たまご　紅心育成賞（koshin　educational award）」を新設しました。
（１）未来たまご　紅心育成賞とは
紅心宗慶宗匠は、茶の湯の素晴らしさを知らしめる多くの業績を残されました。

特に、晩年には、子ども達に日本古来の行事を伝えて行きたいと、母校である東京都港区立青南小学校でのお茶の授業や、月刊遠州ぎわいぐさでは、四季折々の日本古来の行事を解説し執筆されました。

そのご遺志を受け継ぎ、「若年層への育成」を観点とした賞を本部事業として展開します。
（２）名称について
当該事業名「未来たまご　紅心育成賞」は、若者＝未来を背負っていくたまごを意味し、また、紅心宗慶宗匠の名を頂戴し命名しました。
多くの未来たまごがこの賞を機に、大きく育っていくことを願っています。

（３）協賛企業について

令和４年度事業については、以下の企業の協賛をいただいています。（順不同）
　丸久小山園様、上林春松本店様、福寿園様、越乃雪本舗大和屋様、遠州流職方向栄会様
大有ギャラリーきほう様

２．応募について
（１）応募締め切り
令和5年8月31日必着（郵送・メールともに）
（２）応募対象者の資格要件
遠州流茶道を学んでいる会員の団体
（３）応募単位：
支部、社中、青年部、有志などの複数名が集う団体が応募対象者となります。

１団体が、複数の行事・事業を応募することは可能ですが、応募用紙１枚につき、１つの行事・事業を記載します。
（４）応募申請書類 
応募申請時には、以下の内容の申請が必要です。（申請用紙は別紙参照）
応募用紙１枚につき、１つの行事・事業を記載します。


・  行事・事業内容 

・  申請行事並びに事業の背景、及び背景理解のための資料 


・  開催主旨・開催目的 

・  主催団体（支部）の構成、メンバー等


・  開催時期（期間）

・  使用会場 

・  費用 

・  集客・動員数


・　波及効果 

なお、行事・事業の概要や実績かわかるパンフレット、ちらし等 、上記以外の資料提出を求めることがあります。また、ご提出頂いた書類は返却しません。

（５）応募する行事・事業の対象期間
前年度（令和4年4月から令和5年3月末日）に実施した青少年など若年層に対する育成行事・事業が応募対象となります。開催時期を必ずご確認ください。
例えば：

遠州流茶道こども塾、子ども向けお茶ワークショプ、茶摘み、お菓子作り、文化祭での呈茶、子ども茶会等、流儀内外を問わず、若年層に向け実施した行事・事業なら応募できます。
（６）書類提出先

郵送の場合　：〒910-0842　福井県福井市開発３−８２３　遠藤宗修宛

メールの場合：endo-n@ryoen.co.jp

＊データが重い場合は、無料大容量ファイル転送サービスにて送信してください。
３．審査について
（１）審査方法 
応募内容の審査は、遠州流茶道連盟本部最高顧問、理事長ならびに常任理事が評価及び審議します。なお、応募内容に対し不明な箇所がある場合は質問を送付することがあります。

（２）選考の観点 
以下の５つの選考基準を中心に、加点方式により総合的に判断します。

1 次世代育成事業
青少年を対象とした教育的意義を有し、次世代育成に寄与した事業であるか。

2 伝統の継承事業
茶道という日本伝統文化を地域へ普及、振興しているか。

3 創造性

先駆的、ある意味実験的な創作活動であり、独自性に富む事業であるか。

4 広域性

市町村域を越えて、広域的な活動であり、多数の参加者が見込まれた事業であるか。
5 発信力

参加者や市町村域に対し、遠州流のお茶を自分達なりに理解し、分かりやすく整理した上で、参加者に理解してもらえるように的確に伝えているか。

４．正賞について

審査の結果、優秀団体（１団体）に対し、以下の表彰を行ないます。

●　賞状・宗実御家元短冊　　　　●　賞金１０万円  　
５．表彰について

当該事業の表彰は、毎年全国大会懇親会にて行ないます。応募した団体の代表者(代理者)は、必ず懇親会にご出席願います。(お着物でお願いします)

表彰式にどなたも参加できない場合は、失格になります。
　　
６．その他

· 応募内容に虚偽の記載、ならびに不正行為が発覚した場合は、ペナルティとして、
次年度の応募ができません。
· 応募書類は、返却いたしません。
※　表彰式　　2023年10月22日（日）


 ・全国大会祝賀懇親会時に表彰式を執り行います。

・表彰団体の内示はいたしませんので、エントリーした団体の代表者 (代理者)は、必ず
お着物で懇親会にご出席下さい。
以　上
【本件に関するお問い合わせ先】 
遠州流茶道連盟本部広報委員　担当：遠藤宗修・猪股宗伸
〒910-0842　福井県福井市開発３−８２３　遠藤宗修
電話 090-7748-5443 ／　E-mail endo-n@ryoen.co.jp
